
 
株式会社インフォ・テック TEL：06-6975-5655 FAX：06-6975-5656 

 

 

 

 
 

令和 8 年度の訪問看護の診療報酬改定では、賃上げ・物価高対策を通じて医療機関の経営安定を図り、適正な評価による医療従事
者の処遇改善を目指しています。以下で見直し案の要点をまとめてご紹介いたします。 
※紙幅の都合上、要点のみのご説明にとどめさせていただきます。詳しくは下記参考資料をご覧ください。 

 

 

 

 
【改定の要点】 
1. 賃上げや物価への対応 

▶賃上げに向けた評価令和８・９年度での各 3.2％（看護補助者等は 5.7%）の賃上げに向けたベースアップ評価料の見直し（点数の見直し、 夜勤手

当への充当を可能にする） 

▶物価動向への対応 令和８・９年度の物価上昇に対応する「物価対応料」の創設、入院時の食費・光熱水費基準額の引上げ等 

2. 同一建物居住者等への訪問看護の見直し 
▶同一建物居住者の算定区分が複雑化。同一建物の対象サービスが増え、これまで「1 人・2 人」、「3 人以上」だった区分が、その日の訪問人数に

応じて「1 人または 2 人」「3 人～9 人」「10 人～19 人」「20 人～49 人」「50 人以上」に細分化。 
3. 包括型訪問看護療養費の新設 

▶有料老人ホーム等の施設居住者へ、24 時間体制で頻回の訪問看護を行う場合を評価するため、包括型訪問看護療養費を新設。 

算定には、包括型の対象建物である旨の届出が必要。 

4. その他 
▶機能強化型訪問看護管理療養費 4 の新設。精神科訪問看護において、重症度の高い患者や支援ニーズの高い利用者を受け入れ、24 時間対応

や地域関係機関との連携体制を整備している訪問看護ステーションについては、一定の実績を有する場合に評価される。 

▶医療 DX の本格推進により、訪問看護遠隔診療補助料と訪問看護医療情報連携加算が新設。 

 

インフォ・テックからのご案内 

令和 8 年度より、訪問看護・訪問リハビリテーション・居宅介護支援において処遇改善加算が新設されました。併せて、既存サービス

については新たな区分が追加され、加算率が引き上げられました。7 月請求時は 6 月からの処遇改善加算にご注意ください。 

届出内容と異なる区分で請求すると全返戻になります。加算の設定や実績に誤りがないか再度ご確認をお願いいたします。 

【介護保険版】 居宅介護支援 【総合支援版】 計画相談支援 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

かっぱ新聞  

最近はナス料理を食べたり作ったりすることに夢中です。揚げ浸しや豚肉との炒め物、トマトソースのパスタなど、さまざまな
料理に活用できるのがナスの魅力ですね。これからさらに旬を迎え、味わいも一層深まる季節になります。和・洋・中を問わず
楽しめる食材なので、これからもさまざまなジャンルの料理に挑戦していきたいと思います。 

掲示板 

（相談支援実績入力-相談支援サービス内容入力） 

総合事業サービスの新しい処遇改善加算を入力するためには、各市町村が公開する 6 月

からの単位数表マスタを介五郎に取り込む必要があります。 

マスタ取込手順は、介五郎のメッセージリストの「総合事業マスタ取込手順はこちら」をご覧く

ださい。 

＜総合事業の処遇改善加算の注意点＞ ＜お知らせ＞ 

ユーザー専用ページがリニューアルされ

ました。介五郎の『ツール(T)』または、下

記 QR コードからご確認いただけます。 

https://www.info-

tec.app/users/ 

（出典）: ○厚生労働省 令和８年度診療報酬改定説明資料等について 

「令和８年度診療報酬改定について 【全体概要版】」 https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001647819.pdf 

「令和８年度診療報酬改定説明資料等について」 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_71068.html 

「22 令和８年度診療報酬改定の概要【訪問看護ステーション向け】」 https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/001671099.pdf 

（居宅介護支援介護給付費請求明細書） 

他、運用に関する改正など 
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